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授業科目 対象学科・専攻 年  次 期  別 

比較文化概説 

Introduction to Comparative Culture 

全学科 

（一般学生対象） 

１年次 

２年次 
後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

講義 ２ 選択  

概要 

日本の文化や風習を知り、自分の出身国（日本人の場合は外国）との違いを認識するとともに、異な

る文化の存在への関心と理解を深める。 

到達目標 

（1） 日本の文化について説明することができる。 

（2） 外国の文化と日本の文化の違いについて、テーマを選び、発表することができる。 

授業内容とすすめ方 

 

１ Introduction  

２ 文化の違いとは何か 

３ 英語を母語とする国の文化①、プレゼンテーション 

４ 英語を母語とする国の文化②、プレゼンテーション 

５ 英語を母語とする国の文化③、プレゼンテーション 

６ 英語を母語とする国の文化④、プレゼンテーション 

  ７ 英語を母語とする国の文化⑤、プレゼンテーション 

８ 中間レポート提出、プレゼンテーション 

９ World Englishesの現実、プレゼンテーション 

１０ 世界の英語と文化①、プレゼンテーション 

１１ 世界の英語と文化②、プレゼンテーション 

１２ 世界の英語と文化③、プレゼンテーション 

１３ 世界の英語と文化④、プレゼンテーション 

１４ 世界の英語と文化⑤、プレゼンテーション 

１５ 後半の振り返り、期末レポート提出 

 

テキストおよび 

参 考 文 献 
初回授業にて説明する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

授業は日本語と英語で行います。英語は、日本の文化を外国人に伝えるために学

びます。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 日本の文化につい

て説明することが

できる。 

 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知

識・理解） 
50% 

(2) 外国の文化と日本

の文化の違いにつ

いて、テーマを選

び、発表することが

できる。 

テーマ設定

が適切にで

き、資料の

提示や話し

方もほぼ完

璧である。 

 

テーマ設定

に大きな誤

りがなく、

資料の提示

にも大きな

問 題 が な

く、話し方

も一定の水

準に達して

いる。 

 

テーマ設定

に大きな誤

り は な い

が、誤字、

脱 字 が あ

る。 

話し方も努

力 を 要 す

る。 

 

テーマ設定

が適切でな

く、資料の

作成や話し

方も改める

必 要 が あ

る。 

資料 

口頭発表 

（関心・意

欲・態度・技

能・表現力・

判断力・思考

力） 

50% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


